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|町の動き[(10月1日現在) 人口10，732人(+11) 男子5，081人(+3) 女子5，651人(+8) 世帯数3，日2戸(+10)
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北
方
西
公
園
整
備
工
事
請
負
費
な
ど

九
月
定
例
同
議
会
報
告

補
正
総
額

億

平
成
七
年
度
の
九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
二
十
六
日
開
会
し
、
補

正
予
算
な
ど
十
八
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
平
成
六
年
度
一
般
会
計

友
び
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
に
審
査
を

付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
発
議
一
件
を
除
い

て
、
原
案
ど
お
り
の
可
決
又
は
承
認
さ
れ
、
九
月
二
十
八
日
開
会
し
ま

し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
と
公
共
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
を
合
わ

せ
て
総
額

一
一
一

、
六
五

一
千
円

の
補
正
総
額
と
な
り
ま
し
た
。

O
一
般
会
計

補
正
総
額
一
O
九
、
九

一
一
千
円

B
骨
ム
l
式
む
百
貝

同
旦
川

Z=日
。
ゆ
刷
曲
第
H

四
、
七

一
七
、
五

一
七
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
男
女
共
同
参
加
型
地
域
づ
く
り

モ

デ

ル

事

業

七

O
O千
円

。
庁
舎
耐
震
度
調
査
委
託
料

一、
五
O
O千
円

。
集
会
所
等
建
築

・
増
築
工
事
請

負

費

八

、

七

三

四

千

円

。
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

一
、
七
四

O
千
円

。
地
域
農
業
活
性
化
緊
急
対
策
事

業
補
助
金
な
ど
三
、
七
三
三
千
円

千
百
六
十
五
万
-・圃・・・・・

千
円

9/26~28 
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O
林
道
相
之
《
回
線
開
設
工
事
請
負

費
(
第
二
工
区
)
一
九
、
八

O
O千
円

。
北
方
西
公
園
整
備
工
事
請
負
費

四
五
、

0
0
0千
円

。
西
古
市
河
川
環
境
整
備
工
事
請

負
費

一
O
、
0
0
0千
円

。
町
道
西
組
渋
品
〈
回
線
、
水
越
線
災

害
復
旧
工
事
請
負
費

四
、
三
一
五
六
千
円

。
宮
ノ
谷
水
路
、
小
《
口
池
、
中
野

農
道
災
害
復
旧
工
事
請
負
費

四、

O
九
三
千
円

O
公
共
下
水
道
特
別
会
計

終
末
処
理
場
用
地
境
界
未
定
地

測
量
委
託
及
び
物
件
補
償
調
査

委
託
料
で
補
正
総
額
は
、

一
、
七
四

O
千
円

三
三
、
七
六
二
千
円

日
除

4
1
位
。
百
貝

豆
三
百
本
山
申
告



O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
に
、
河
之
内
の
佐
伯
清
明
さ

ん
を
再
任
す
る
た
め
の
同
意
を
求

め
た
も
の

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
竹
之
鼻

の
高
須
賀
正
博
さ
ん
を
再
任
す
る

た
め
の
同
意
を
求
め
た
も
の

O
平
成
七
年
度
高
速
自
動
車
道
周

辺
整
備
対
策
事
業
相
ノ
川
線
道

路
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

平
成
七
年
度
高
速
自
動
車
道
周

辺
整
備
対
策
事
業
相
ノ
川
線
道
路

改
良
工
事
の
予
定
価
格
が
五
千
万

円
を
越
え
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の

(
内
容
)

契
約
金
額

事

業

量

工

期

平メ延幅六
成 l長塁壬
七トーっ こ
年ル J¥日
九七)十
口 二メ万
立一 l九
? ト千
十 二ル円

一
日
か
ら
平
成
八
年

三
月
十
日
ま
で

契
約
の
方
法
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

松
山
市
福
音
寺
町
二
三
九

株
式
会
社
岡
崎
工
務
庖

O
平
成
六
年
度
川
内
町
一
般
会
計

友
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
簡
易
水
道
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

し
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
助
役
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

渡
部
元
績
助
役
の
任
期
満
了
に

よ
る
退
職
で
空
席
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
助
役
に
、
田
中
信
敦
氏
が

選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
田
中
信
敦

氏
は
、
九
月
二
十
七
日
助
役
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
氏
は
、
昭
和
九
年
生
ま
れ

で
、
昭
和
三
十
二
年
に
川
内
町
役

場
に
奉
職
し
、
産
業
課
長
、
総
務

課
長
な
ど
を
歴
任
。
退
職
後
平
成

七
年
六
月
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
(
六
十
歳
)

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

渡
部
元
積
評
価
員
が
平
成
七
年

九
月
二
十
七
日
を
も
っ
て
辞
任
し

た
た
め
、
後
任
に
日
之
上
の
田
中

信
敦
さ
ん
を
選
任
す
る
た
め
の
同

意
を
求
め
た
も
の

議

員

発

議

O
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付

金
の
交
付
期
間
の
延
長
を
求
め

る
意
見
書

O
中
華
人
民
共
和
国
友
び
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
の
核
実
験
に
反
対
す

る
決
議

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

O
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

川
内
町
南
方
西
南
地
域
の
工
場

等
の
誘
致
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
工
場
等
誘
致
特
別
委
員

会
委
員
八
名
を
選
任
し
ま
し
た
。

伴
い
、
従
来
定
め
ら
れ
て
い
た
用

途
地
域
を
新
用
途
地
域
に
指
定
替

え
す
る
都
市
計
画
の
決
定
が
施
行

後
三
年
以
内
に
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

松
山
広
域
都
市
計
画
区
域
(
松

山
市

・
北
条
市
・
伊
予
市
・
松
前

町
・
砥
部
町
・
重
信
町
・
川
内
町
)

に
お
い
て
、
現
在
指
定
替
え
に

つ
い
て
の
各
種
作
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、
川
内
町
に
お
け
る
新
用
途

地
域
(
一

O
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に

つ
い
て
も
案
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
ま

し
た
。そ
こ
で
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
十
一
月
十
五
日
(
水
)

午
前
十
時
J
正
午

会
場
川
内
町
中
央
公
民
館

第
一
会
議
室

入
お
問
合
せ
先

V

川
内
町
役
場
企
画
調
整
課

合
六
六
|
二
二
二
二
内
泊

有
線
一
一
一
一
一

松
山
広
域
都
市
計
画
区
域
の
新
用
途
区
域
へ
の

切
り
替
え
に
伴
う
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地

域
制
度
は
、
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
や
、
都
市
に
お
け
る
住
居
、

商
業
、
工
業
な
ど
の
適
正
な
配
置

に
よ
る
機
能
的
な
都
市
活
動
の
確

保
を
目
的
と
し
て
、
建
築
物
の
用

途
、
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
高
さ

な
ど
を
規
制
・
誘
導
す
る
制
度
で

あ
り
、
秩
序
あ
る
ま
ち
さ
つ
く
り
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た。
こ
の
用
途
地
域
制
度
に
つ
い
て
、

平
成
四
年
の
都
市
計
画
法
お
よ
び

建
築
基
準
法
の
改
正
(
平
成
五
年

六
月
二
五
日
か
ら
施
行
)
に
よ
り
、

住
環
境
の
保
護
、
市
街
地
形
態
の

多
様
化
へ
の
対
応
等
を
目
的
と
し

て
、
用
途
地
域
へ
の
種
類
が
八
種

類
か
ら
十
二
種
類
に
な
り
ま
し

た。し建お
こが築いま
の行用てた
用わの建同
途れ用築時
地ま途すに
域しにる
制たっこ各
度。いと用
の てが途
改 も出地
正 見来域
に 直るに
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--------------------------------------

m圏
H
白

ー俳

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
の

川
内
町
を
築
く
た
め
の
住
民
活
動
や
住
民
の
学
習
活

動
を
支
援
し
、
町
の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
や
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
平
成
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
度
に
事
業
実
施
を
希
望
す
る
団
体

・
個

人
を
広
く
町
内
か
ら
募
集
し
ま
す
。

直
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

団
体
、
個
人
を
間
わ
ず
、
採
択
基
準
に
当
て
は
ま

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

画
補
助
限
度
額

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

圃
申
込
期
限

平
成
七
年
十
一
月
三
十
日

Em
問
い
合
わ
せ
先
友
び
提
出
先

役
場
企
画
調
整
課
包
@
二
二
二
二

(
内
線
二
八
)

--，-、司』
i

、』Lh
町一=・=・

・圃・
a

，
••• 
『
1

圃

圃
圃

司

-
-
J
z
z
z
-
-

-
h
R
U
V
4占
ム
唱
走
-
ぉ

a
-

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
と

し
て
は
、
そ
の
事
業
が
、
地
域
に

根
づ
い
た
活
力
や
資
源
を
活
用
し

て
、
自
主
的
な
学
習
や
活
動
を
通

じ
て
の
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

潤
い
と
活
力
の
あ
る
川
内
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ

る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

川
内
町
が
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
発
展
す
る
た
め
に
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
の
学
習

活
動
、
研
修
会
、
現
地
研
修
等

②
産
業
育
成
振
興
事
業

生
産
活
動
の
向
上
、
経
営
の
安

定
化
、
就
業
の
促
進
等
が
図
れ
る

次
の
よ
う
な
事
業

大
特
産
品
の
試
作
、
開
発
等
の
調

査
研
究

大
新
規
品
種
の
導
入
、
新
技
術
経

営
導
入
な
ど

大
経
営
技
術
向
上
の
た
め
の
調
査

研
究
、
研
修
な
ど

大
産
業
振
興
及
び
産
業
活
性
化
を

目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
事
業

大
そ
の
他
、
町
長
が
特
に
必
要
と

認
め
る
産
業
振
興
事
業

③
郷
土
文
化
保
存
伝
承
事
業

ふ
る
さ
と
の
文
化
や
伝
統
行
事

な
ど
を
保
存
、
伝
承
及
び
、
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ

る
行
事
な
ど
の
開
催
等

④
自
ら
行
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業地
域
、
団
体
な
ど
(
概
ね
十
名

以
上
の
恒
常
的
な
組
織
等
)
の
創

意
と
工
夫
に
基
づ
く
自
主
的
な
諸

活
動
に
よ
る
快
適
な
生
活
環
境
の

実
現
と
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い
ふ

る
さ
と
づ
く
り
等

⑤
ふ
る
さ
と
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
事
業

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト

又
は
、
行
事
と
し
て
地
域
の
活
性

化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄

与
す
る
よ
う
な
行
事

⑥
地
域
間
交
流
事
業

新
し
い
時
代
の
潮
流
で
あ
る
国

際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、
そ
し

て
都
市
化
の
進
行
に
対
し
た
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
寄
与
す
る
地
域
聞

の
交
流
、
そ
し
て
、
姉
妹
町
の
き

ず
な
を
さ
ら
に
深
め
姉
妹
町
相
互

の
発
展
と
有
効
に
寄
与
す
る
交
流

4 



平成8年度

阻-歪E童画宣言直
口入国該当児

4歳児(平成 3年4月2日一平成 4年4月1日生)

5歳児(平成 2年4月2日一平成 3年4月1日生)

口募集期間

11月1日(水)から11月10日(金)まで

口申込方法

入園願書その他関係書類を該当児のご家庭にお届

けします。入園を希望される方は上記募集期間中

に各幼稚園に申し込んでください。

口問い合わせ先

入園申込に関する問い合わせは、各幼稚園へ。

大川上幼稚園 ft66-3755 (有)5253

大東谷幼稚園 ft66-3708 (有)2532

*西谷幼稚園 ft66-2088 (有)3107

5 

l川内保育園 l

口入園資格

町内に住んでいる就学前の幼児で、母親が職業を持ってい

たり、妊娠中であるか出産後間もない場合疾病等の状態に

ある同居の親族を常時介護しているなどのため家庭におい

て保育に欠けると認められる場合等。(1歳半以上)

口申込方法

12月l日から来年 1月16日までの聞に役場福祉課へ申し込

んでください。(入所申請書等申し込みに必要な書類は、

福祉課で受け取ってください。)

口入園通知

面接などの後、入園通知をします。

口保育時間

午前8時から午後4時まで(土曜日は正午まで)

ただし、町長が特に必要があると認めたときは、午前7時30

分から午後6時まで(土曜日は午後1時まで)

口問い合わせ先

大役場福祉課 ft66-2222 (和2133

*保 育園 ft66-2288 (布3352



⑮ 
⑧ 
第
三
次
川
内
町
長
期
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

⑧ 

平
成
八
年
度
よ
り
始
ま
る
「
第

三
次
川
内
町
長
期
総
合
計
画
」
の

策
定
に
あ
た
っ
て
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
特

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
第
二

回
は
「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
要
望
と
人
口
、
若
者
対
策
」

に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

O
こ
れ
か
ら
十
年
後
に
川
内
町
は

ど
ん
な
町
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
か
。

【表

1
】

*

「
住
み
や
す
い
生
活
環
境
の

整
っ
た
町
(
道
路

・
下
水
処
理

・

ご
み
処
理

・
住
宅
・
公
固
な
ど
)
」

日

・
7
%
、
「
自
然
環
境
を
守
り
、

自
然
に
学
び
、
自
然
と
共
生
す
る
」

必

・
7
%
が
特
に
多
く
の
方
が
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
今
の
高
齢
化
社
会
を
踏

ま
え

「老
人
の
活
気
が
あ
る
、
老

人
福
祉
の
充
実
し
た
町
」
日

・
3

%
、
少
子
化
を
懸
念
し
て

「子
育

て
の
し
や
す
い
環
境
の
整
っ
た
、

子
供
の
芦
が
響
く
町
」

H
・
0

%

な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

傾
向
と
し
て
、
貴
重
な
自
然
と

住
環
境
の
調
和
の
と
れ
た
快
適
な

町
を
希
望
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

O
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
主
な
重
点

分
野
は
何
で
し
ょ
う
か
。

【表

2
】

*
「生
活
環
境
の
整
備
」
出

・
-

%

が
最
も
多
く
、
つ
い
で

「保
健

・

福
祉

・
医
療
の
充
実
」
日

・
0
%
、

「
自
然
環
境
の
保
全

・
活
用
」
ロ

・

3
%
、
「
産
業
の
振
興
」
日

・
3

%

と
な
っ
て
い
-
ま
す
。

や
は
り
、
生
活
環
境
の
整
備
と

自
然
環
境
の
保
全
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
た
医
療

・
福
祉
の
充
実
が
課
題

の
よ
う
で
す
。

の

祉

周

づ

造

明

福

活

境

ち

創

不

備

・

全

環

ま

備

整

療

保

化

の

整

全

い

境

医

境

興

文

加

盤

保

環

・

環

振

・

参

基

の

活

健

然

業

育

民

域

観

か

生

保

自

産

教

住

地

景

わ

自
口
園
口
口
図
回
口
図

72 (8.3%) 
[表2]今後の重点分野
36(4.2%) 

O
今
後
十
年
間
の
重
点
事
業
を
決

め
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
事
業

で
し
ょ
う
か
。

【表

3
】

*
環
境
保
全
、
街
並
景
観
の
整
備
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
を
踏
ま
え
た

「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
日

・

9
%
が
最
も
多
く
、
続
い
て
高
齢

者

・
障
害
者
が
生
活
し
や
す
い
環

境
守
つ
く
り
を
目
指
す
「
地
域
ぐ
る

み
健
康
医
療
福
祉
の
ま
ち
守
つ
く
り

事
業
」
的

・
1
%
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
に
お
い
て
新
規
に
掘

削
に
成
功
し
た
溢
泉
の
利
用
に
つ

い
て
、

「
温
泉
を
核
と
し
た
ま
ち

ゃつ
く
り
」
引

・
5
%
で
重
点
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
と

い
う
ご
音
川
見
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す。O
川
内
町
の
人
口
は
一

O
一
一
一
一

人
(
平
成
二
年
国
勢
調
査
)
で
、

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
が
、
若

者
の
流
出
は
続
い
て
い
ま
す
。
十

年
後
の
平
成
+
七
年
(
二

O
O
五

年
)
に
は
約
一

O
六
O
O人
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
人
口

の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

【表

4
】

*
人
口
目
標
に
つ
い
て
は
、
「
積

極
的
に
人
口
対
策
を
進
め
る
必
要

は
な
い
(
住
み
よ
い
、
魅
力
の
あ

る
、
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
)
」
が
前

・
3
%
と
最
も
多
く
、

「
人
口
増
加
を
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
課
題
と
し
、
予
測
の

一
O
六
O

O
人
よ
り
、
大
幅
な
増
加
を
目
指

す
」
と

「人
口
の
増
加
を
ま
ち
守
つ

く
り
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
考

え
、
予
測
の

一
O
六
O
O人
を
少

し
上
回
る
く
ら
い
の
増
加
を
目
指

す
」
を
あ
わ
せ
た

「人
口
増
加
を

目
指
す
」
意
見
は
お

・
-
%
で
あ

6 

国口園口日
積大多人不
極幅少口明
的なのは
に人人むそ
人口口しの
口増増ろ他
増加加制
を対対御わ
進策策すか
めをはべら
な行行きな
くうう い
て
よ

[表4]将来の人口は?
18(2.1%) 
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運動会スケ、γチ

、いそいで造れ、人橋を/
(J 11内中学校)

(J 11上小学校)

ミ ハッ、決まったグ

(東奇小学校)
(西奇小学校)

O 

イチ、二ィツ、サン (J 11内保育園)

-8 
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4全国町村議会議長会より感謝状

前町議会議長の梅崎進さんが、全国町村議会議長会

副会長及び愛媛県町村議会議長会会長としての活躍と

功績により、 9月5日開催の愛媛県町村議会議員研修

会の席上、全国町村議会議長会の感謝状を受けられま

した。

10月9日、町内の理容・美容業者10名

が町内の体の不自由なお年寄りを訪れ、

散髪奉仕をしました。

これは、商工会サービス業部会のボラ

ンティア活動の一環として行われたもの

です。“出張散髪"で、サッパリとして、お

年寄りたちも気持ちよさそうでした。

第15回川内町獅子舞競演会惨
絶好のお祭り日和というべきか空の青さが

まぶしいほどの晴天となった10月14日、恒例

の獅子舞競演会が中央公民館で開催されま

した。昨年の水泥町保存会(松山市)に続き、

今年も畑寺保存会(松山市)の参加を得て、

10団体:カf貫主演しました。

9一

東谷幼稚園・西谷幼稚園

交流いもほり

10月4日、東奇幼稚園・西奇幼稚園交流のいもほ

りが行われました。あいにくの曇天でしたが、子ど

もたちは元気にいもほりにチャレンジし、自分の顔

より大きないもをほり当てて大喜びしていました。

• 



• みんなの広場

わが家①愛ド/乙
満 1)裁を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。コメン卜には名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ち

ゃんを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役

場総務課広報係まて前送ってください。

j荷
-
歳
で
す
/
よ
ろ
し
く

. 

(井内中)

けんたろう

河端健太郎くん
(10月6日生)

父:徳明母:千津子

ワンパク盛りのやんちゃ坊主です。

このまま元気で

健やかに育ってネ。

母:みゆき

(保免)

ゆずは

西田柚葉さん
(10月17日生)

父:利之

元気いっぱいの柚ちゃん

いつも笑顔ニコニコで元気に

遊んでいるよ。

みんなヨロシクネ。

表

ハu
t
Eム

•••••••• 
------
E-ae 

吟

社

j
九
月
例
会
鯛
ぷ
〈
口
選
j

虫
の
音
に
す
っ
ぽ
リ
埋
リ
峡
の
里

菅

野

美

代

幕
ち
る
日
も
秋
色
な
リ
し
瀬
戸
の

海

宮

崎

越

路

終
ひ
湯
に
鼻
歌
あ
り
て
良
夜
か
な

渡

部

五

月

ふ
り
か
か
る
銀
杏
落
葉
の
中
に
を

リ

宇

和

川

住

起

庭
暮
れ
て
尚
鯛
の
品
摘
さ
や
ま
ず

境
部
て
る
み

菊
人
形
廻
リ
舞
台
に
呑
を
こ
ぼ
す

大

石

美

沙

思
ひ
、
中
山
の
款
問
-
』
え
来
る
秩
の
夜

渡

部

栄

樹

お
揃
ひ
の
長
寿
の
箸
や
敬
老
日

菅

野

美

岬

司r

え
起
噌
』
す
エ
プ
ロ
ン
白
L
A
7
朝
の

救

大

下

典

子

身
は
風
ピ
な
り

L
花
野
の
広
さ
か

な

い

戒

能

多

喜

蓑
虫
の
技
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
か
な

樋

口

史

子

来
る
筈
の
便
リ
無
き
日
の
秋
思
か

な

田

中

笹

子

手
繰
リ
寄
す
通
草
の
蔓
の
通
草
か

な

池

川

鯛

谷
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みんなの広場

完
成

し
、
皮
ハ
ギ
、
搬
出
、
カ
ヤ
の
刈

り
出
し
仕
業
に
始
ま
り
、
材
木
の

加
工
、
組
み
立
て
、
ト
イ
レ
の
設

置
工
事
な
ど
、
完
成
ま
で
に
は
た

い
へ
ん
な
作
業
の
連
続
で
し
た
が
、

有
志
の
中
に
は
、
そ
の
み
ち
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
も
お
り
、
な
に
か
ら

な
に
ま
で
自
分
た
ち
の
手
で
や
り

遂
げ
ま
し
た
。
唯
一
、
カ
ヤ
の
屋

根
茸
き
だ
け
は
、
職
人
さ
ん
に
お

願
い
し
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
苦
労
し
て
完
成
し
た

公
衆
ト
イ
レ
は
、
き
っ
と
地
域
に

親
し
ま
れ
る
も
の
に
な
る
で
あ
ろ

う
し
、
い
つ
も
き
れ
い
な
ト
イ
レ

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す。

E-------
------
E

・・'
柳

色

づ

く

吟

社

j
九
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

町
工
場
残
暑
吐
き
虫
す
換
気
扇

近

藤

十

歩

幼
児
に
叶
わ
ず
員
け
て
馬
に
な
リ

今

井

治

水

一
日
の
情
報
集
め
晩
ご
飯
田
中

若
峯

こ
の
ほ
ど
井
内
に
茅
茸
の
ロ
グ

ハ
ウ
ス
風
の
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、
井
内
愛
桜
会
約
二
十

名
が
、
井
内
地
区
の
特
性
を
活
し

た
素
材
(
間
伐
材
や
か
ゃ
な
ど
)

を
用
い
て
、
ほ

と
ん
ど
独
力
で

完
成
さ
せ
た
も

の
で
す
。

有
志
た
ち
は
、

四
月
か
ら
間
伐

材
や
か
ゃ
な
ど

の
素
材
集
め
を

始
め
、
九
月
の

完
成
ま
で
土
曜

日
、
日
曜
日
、

平
日
の
夜
な
ど

都
合
の
つ
く
か

ぎ
り
、
ト
イ
レ

作
り
に
参
加
し

宇品
1
レ
れ
~
。

木
の
切
り
出

五
色
旗
と
お
さ
ま
る
棟
に
立
つ
扇

平

岡

深

舟

叶
わ
な
い
友
ピ
A
7
夜
も
ヘ
ボ
将
棋

田

島

夢

現

腹
ベ
コ
で
帰
る
子
を
待
つ
タ
鈎
ピ

き

篠

原

美

昼

里

絵
の
中
の
貴
婦
人
扇
よ
く
似
令
い

護
部
佐
え
良

子
の
夢
へ
母
は
こ
っ
そ
リ
百
度
踏

む

山

本

ひ

ろ

L

芯

タ
A

伎
を
運
ぶ
ス
1
プ
の
冷
め
ぬ
距

離

都

築

委

貴

子

口
上
へ
扇
閉
じ
た
り
聞
い
た
り

高

岡

紫

迅

叶
う
叶
わ
な
い
花
び
ら
ら
ざ
る
白

い

指

山

本

紫

芳

円
高
で
海
外
放
行
夢
叶
い
佐
々
木
胡
舟

タ
A

伎
で
今
日
一
日
を
喋
る
妻

高
瀬
喜
撰
亭

下ど 題中十十
さな 央公 一

いた ③情①おpて」了「 月 一白

。でも り民館第四民日 例月d匹2ヨh 
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十
月
は
リ
サ
イ
つ
ル
月
間

「
十
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
月
間
で

す
。
身
近
な
事
か
ら
:
・。」

と
町
内
放
送
が
流
れ
て
来
ま
す
。

で
は
、
今
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

、叶ノ。一
、
有
資
源
回
収
(
一・
四
入
・十
一
月
)

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

布
類
。
一
升
ピ
ン
と
ピ

l
ル
ピ

ン
も
そ
う
で
す
。
(
ピ
ン
の
回

収
日
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。
)

二
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
イ
回
収

か
た
や
ま
、
ヤ
マ
サ
ン
の
表

で
回
収
。
(
定
め
ら
れ
た
ト
レ

イ
だ
け
で
す
。
)

三
、
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収

ヤ
マ
サ
ン
の
表
の
、
ボ
ッ
ク
ス

(
婦
人
会
が
川
之
江
の
工
場
へ

渡
し
て
い
ま
す
。
)

四
、
生
ゴ
ミ
(
ボ
カ
シ
は
堆
肥
に
)

花
や
野
菜
が
よ
く
育
ち
ま

す
。
ボ
カ
シ
作
り
に
来
る
事
が

. 

出
来
な
い
人
は
、
農
協
と
婦
人

会
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

五
、
液
体
生
ゴ
ミ
(
お
米
の
と
、
ぎ

汁
な
ど
)

バ
ケ
ツ
に
取
り
、
コ
ッ
プ
一
杯

の
ボ
カ
シ
を
投
入
し
て
蓋
を
し

ま
す
。
そ
の
ま
ま
一
昼
夜
か
二

昼
夜
置
く
と
液
肥
化
し
ま
す
。
そ

れ
を
花
や
野
菜
に
施
肥
し
て
下

さ
い
。
川
の
水
が
汚
れ
ま
せ
ん
。

六
、
廃
油
(
石
け
ん
作
り
)

台
所
用
合
成
洗
剤
を
金
魚
鉢

に
ポ
タ
ポ
タ
ツ
と
落
と
す
と
、

金
魚
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
白
く
濁
っ
た
廃
油
石
け

ん
の
中
で
は
金
魚
は
元
気
に
泳

い
で
い
ま
し
た
。
体
と
水
に
や

さ
し
い
石
け
ん
で
す
。
農
協
と

婦
人
会
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

以
上
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
出
す

と
、
焼
却
ゴ
ミ
は
、
ほ
ん
の
少
し

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

安
心
し
て
い
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
ト
レ
イ
ゴ
ミ
を
買
わ
な
い

努
力
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
様
な
有
害
物
質
の

発
生
す
る
塩
素
系
を
買
わ
な
い
努

力
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
缶
や

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
品
で
な
く
、
何

回
も
使
え
る
ビ
ン
製
品
を
買
う
努

力
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
:・
。
反

省
す
る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
上
、
ゴ
ミ
に
な
る
容
器
代

に
、
随
分
と
お
金
を
支
払
っ
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
ゴ
ミ
シ

ス
テ
ム
研
究
家
の
松
田
美
夜
子
さ

ん
の
計
算
に
よ
る
と

・
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
四
個

・
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
二
本

.
さ
し
み
皿
一
枚

を
買
っ
た
と
し
ま
す
。
す
る
と
、

容
器
代
は
、
四
二
五
円
に
な
る
そ

e¥; 

同誌…ロ

う
で
す
。
こ
の
四
二
五
円
は
ゴ
ミ

箱
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

私
達
の
お
財
布
は
、
ゴ
ミ
代
で

軽
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

財
布
を
空
っ
ぽ
に
し
な
い
暮
ら

し
が
、
そ
の
ま
ま
地
球
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
で
あ
り
、
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
、
ゴ
ミ
が
減
る
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
七
割
の
人
々

が
、
良
い
企
業
の
品
物
を
買
う
。

少
し
く
ら
い
高
く
て
も
買
う
。
と

い
う
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

日
本
の
私
達
も
、

・
少
し
ぐ
ら
い
高
く
て
も
、
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
を
買
う
。

・
少
々
不
便
で
も
、
何
回
も
洗
っ

て
使
え
る
ピ
ン
製
品
を
買
う
0

・
買
い
物
に
行
く
と
き
は
、
自
分

の
買
い
物
袋
を
持
っ
て
行
き
、

過
剰
包
装
の
も
の
は
遠
慮
す

る。
・
塩
素
系
の
も
の
で
な
い
か
、
ラ

ベ
ル
の
内
容
表
示
を
見
て
購
入

す
る
。
(
ラ
ッ
プ

・
ゴ
ム
手
袋

・

漂
白
剤
・そ
の
他
)
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。

日
本
で
も
企
業
に
ゴ
ミ
処
理
の

責
任
を
負
わ
す
法
律
が
、
今
年
国

会
に
提
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

や
っ
と
来
ま
し
た
。
そ
し
て
六
月

九
日

「容
器
包
装
に
係
る
分
別
収

集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
た
そ
う
で
す
。

い
い
日
本
を
築
く
た
め
に
、
い

い
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
み

ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
よ
。

ワ
μ

文
化
祭
(
不
用
品
販
売
)

十

一
月
十
二
日
出

一
回
日
午
前
九
時
半
よ
り

二
四
日
午
後
十
二
時
半
よ
り

不
用
品
集
め
で
は
、
色
々
お
せ
わ

に
な
り
ま
し
た
。感
謝
し
て
ま
す
。

え
ひ
め
婦
人
大
会

十
一
月
二
十
一
日
例
県
民
文
化
会

館
中
央
公
民
館
八
時
四
十
分
集
合

桜
学
級

(家
庭
看
護
と
実
習
)

十
一
月
二
十
二
日
制

一
時
よ
り

中
央
公
民
館
一
一
一
階
学
習
室

講
師
日
赤
愛
媛
支
部
教
師

中
村
登
美
江
先
生

申
し
込
み
は
不
用
で
す
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

ミ
ニ
バ
レ

i
大
会
(
町
内
)

十
一
月
二
十
三
日
制
八
時

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

婦
人
会
か
ら
も
出
場
し
ま
す
。

希
望
者
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

交
流
会
(
ゴ
ミ
問
題
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
)

十
一
月
二
十
三
丹
蜘
午
後
一
時
半

京
都
よ
り
交
流
に
来
町
(
十

一
名
)



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

一ム一三
一回貝一
一委一
一宮同一
一教一

町
民
意
識
調
査
よ
り

今
月
号
は
、
先
月
号
に
続
き
意

識
調
査
の
問
5
・
問
6
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。
特
に
差
別
の
実
態
に

ふ
れ
る
内
容
の
も
の
で
す
。
ま
た

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も

掲
載
し
ま
す
。

問
5

あ
な
た
の
地
域
に
、
現
在

で
も
部
落
差
別
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
。

3 2. l 3. 2 1 
なわ な あ 正わ な あ
Lミか しミ る 当地、 しミ る
勺 勺

フ可
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結
果
の
考
察

ω現
在
で
も
「
部
落
差
別
が
あ
る
」

と
答
え
た
人
は
、
三
四
%
で
昭

そ
の
3

和
五
四
年
よ
り
は
少
な
く
、
平

成
四
年
よ
り
は
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
前
二
回
の
調
査
対
象

者
が
、
町
民
一
般
で
は
な
く
地

区
別
懇
談
会
の
出
席
者
に
限
ら

れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ

ヲ
令
。
ま
た
、
同
和
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
身
近
な
差
別
を

見
ぬ
く
人
が
増
え
て
き
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

ω
「
差
別
が
な
い
」
と
答
え
た
人

は
、
二

0
1
三
O
歳
代
に
比
べ

五

0
1
六
O
歳
代
の
方
が
多

い
。
こ
れ
は
、
二
O
l
三
O
歳

代
で
は
っ
き
り
「
な
い
」
と
断
定

で
き
な
い
た
め
「
わ
か
ら
な
い
」

と
答
え
た
の
に
対
し
、
五
O
J

六
O
歳
代
で
は
自
分
の
過
去
の

体
験
と
比
べ
て
、
現
在
は
か
つ

て
の
よ
う
な
差
別
は
、
な
く

な
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
人
が

多
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

川
「
現
在
も
差
別
が
あ
る
」
と
認

め
る
人
が
三
五
%
も
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
差
別
解
消
の
た

め
の
同
和
教
育
を
一
層
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
6

問
5
で
「
あ
る
」
と
答
え
た

方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
ど
ん

な
場
合
に
強
く
感
じ
ま
す
か
。

5. 14 3. 12. I 1 5. 14 3. 12. I 1 
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結
果
の
考
察

川
「
結
婚
の
と
き
、
つ
よ
く
差
別

を
感
じ
る
」
と
い
う
人
が
八

五
%
で
あ
る
。
特
に
、
五
O
歳

代
で
は
一
O
O
%
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
和
問
題

で
の
差
別
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
結
婚
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

凶
二
O
歳
代
か
ら
四
O
歳
代
の
若

い
人
た
ち
の
中
に
、
「
つ
き
あ

い
の
中
」
や
「
移
転
の
と
き
」

に
差
別
を
感
じ
る
と
い
う
人

が
、
僅
か
で
は
あ
る
が
い
る
の

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。
-
V
 

同
就
職
差
別
は
、
今
回
の
調
査
で

は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は

大
変
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、

同
和
教
育
を
進
め
て
き
た
成
果

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
意
識
調
査
の
自
由
記
述
に

寄
せ
ら
れ
た
三
人
の
方
の
ご
意
見

ご
感
想
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

-R知ら
な
い
人
に
知
ら
せ
る
な
岳
岡

山
同
和
に
つ
い
て
、
余
り
騒
ぎ
た

て
る
事
は
な
い
。
ま
し
て
や
、

現
代
の
子
供
達
に
そ
れ
を
説
い

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
い
と
思

う
。
こ
の
問
題
は
、
そ
っ
と
し

て
お
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
お

た
が
い
に
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

山
同
和
に
つ
い
て
、
教
育
・
学
習
、

活
動
等
行
え
ば
行
う
ほ
ど
そ
の

問
題
に
つ
い
て
、
無
知
だ
っ
た

人
に
そ
れ
の
存
在
を
知
ら
せ
て

し
ま
う
の
で
、
や
め
た
ほ
う
が

よ
い
。-R寝た
子
を
起
こ
す
な
女

私
の
娘
は
、
学
校
で
同
和
問
題

に
つ
い
て
学
習
し
た
が
、
今
ま
で

同
和
の
こ
と
も
差
別
の
こ
と
も
知

ら
な
か
っ
た
の
に
、
親
・
兄
弟
に

迷
惑
が
か
か
る
と
嫌
な
の
で
、
同

和
の
人
と
は
絶
対
に
付
き
合
い
た

く
な
い
と
言
い
出
し
た
。
学
校
で

は
、
同
和
の
問
題
に
つ
い
て
き
ち

ん
と
し
た
教
育
で
は
な
く
、
時
聞

が
な
い
の
か
、
差
別
を
さ
れ
て
い

る
人
が
い
る
か
ら
差
別
を
し
て
は

い
け
な
い
な
ど
と
、
う
や
む
や
な

形
で
終
わ
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

教
育
を
す
る
な
ら
子
供
に
も
わ

か
り
や
す
く
、
き
ち
ん
と
最
後
ま

で
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が

出
来
な
い
の
な
ら
、

学
校
で
の
同

和
教
育
は
無
意
味
で
あ
る
。
私
の

娘
の
よ
う
な
考
え
方
に
落
ち
着
い

て
し
ま
う
の
だ
。
寝
た
子
を
起
こ

す
な
と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

な
ど
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

「
知
ら
な
い
人
に
知
ら
せ
る
な
」

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
・
:
」
と
い

う
よ
う
に
同
和
問
題
の
解
決
に

と
っ
て
誠
に
残
念
な
意
識
の
人
も

い
る
が
、
問
題
の
あ
る
表
現
や
内

容
を
個
人
の
責
任
に
す
る
の
で
は

な
く
、
同
和
問
題
の
あ
り
方
や
、

現
代
社
会
の
誤
っ
た
通
念
の
問
題

提
起
と
し
て
受
け
止
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

内
〈
U



国
民
年
金

年金週間

「明日のあなたを考えて…

年金はあなたが主人公です」

平成7年11月6日から平成7年11月12日

。
年
金
は

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
々

圃・・・・・圃・・・・・・・・

十

一
月
六
日
か
ら
十
一
月
一

一一

日
は
「
年
金
週
間
」
で
す
。

本
格
的
な
超
高
齢
化
社
会
の
到

来
を
ひ
か
え
、
公
的
年
金
制
度
の

果
た
す
役
割
は
す
べ
て
の
国
民
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
と
い
う
仕
組
み
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
な
の
で

す。
こ
の
大
切
な
制
度
を
安
定
的
に

揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
は
、

「世
代
間
扶
養
」
を
国

民
一
人

一
人
が
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
い
つ
か
は
必
ず
自
分

自
身
が
支
え
ら
れ
る
と
き
が
来
ま

す
。
年
金
に
強
い
関
心
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
年
金
は
自

分
が
主
人
公
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

国

保

V
お
年
寄
り
の
医
療

七
十
歳
以
上
(
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
)
に
な

る
と
、
「
老
人
保
健
制
度
」
で
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
保
の
被
保
険

者
、
あ
る
い
は
職
場
の
健
康
保
険

の
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
す
べ
て

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
資
格
は

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
ま
す
。

口
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

は
、
市
区
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
た

「
医
療
受
給
者
証
」
と
「
保
険
証
」

を
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。
こ
れ
で
、

老
人
保
健
の
適
用
者
で
あ
る
こ

と
、
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
で

あ
る
か
わ
か
り
ま
す
。

口
一
部
負
担
金

診
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う

一
部
負
担
金
は
、
次
の
と
お
り
で

す
0・外

来
(
一
カ
月
に
つ
き
)

て

O

一O
円

入
院

七)

集 8
・・圃圃園田 円

募
'
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

司
受
講
生
募
集

口
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目
ワ
ー
プ
ロ

(
日
商
検
定
3
級
を

目
標
)

口
日
時
ロ
月
4
日
聞
か
ら
2
月
8
日
嗣

ま
で
の
聞
の
白
日
(
土
曜
、
日

曜
及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

毎
日
9
時
加
分
!
日
時
加
分

口
会
場
松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
・
受
講
料

却
名
無
料
(
教
材
費

一
部
自

己
負
担
)

口
申
込
締
切

日
月
初
日
間
、
む
日

ωの
2
日
間

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
上
、
松
山
市
山
越

町
四
五

O
番
地
の
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫
一一一一

O

ご
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

14~ 

販
売
事
務
(
初
級
)

V
技
術
講
習
会

受
講
生
募
集

口
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目
販
売
事
務
(
初
級
)

口
日
時
ロ
月
5
日

ωか
ら
2
月
2
日
幽

ま
で
の
聞
の
白
日
間
(
土
曜
、

日
曜
及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

毎
日
の
9
時
加
分
!
日
時
加
分

口
申
込
締
切

日
月
辺
日
制

口
会
場
・
定
員
・
受
講
料
・
申
込

方
法
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会
に
同
じ

姫
て
ま
り
の
作
り
方

V
技
術
指
導
講
習
会

受
講
生
募
集

口
対
象
内
職
を
希
望
す
る
女
性



口
科
目
姫
て
ま
り
の
作
り
方

口
日
時
ロ
月
日
日
何
か
ら
1
月
四
日
附

ま
で
の
問
の
叩
日
(
土
曜
、
日

曜
及
ぴ
祝
祭
日
を
除
く
)

毎
日
9
時
叩
分
!
日
時
却
分

口
定
員
日
名

口
会
場
・
受
講
料
・
申
込
方
法

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会
に
同
じ

ぞ
Iv 
じ
で
す
力、

'
S
マーつを

‘
ご
、
そ
ん
じ
で
す
か

信
頼
で
き
る
理
容
居
、
美
容
庖
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
の
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
の

S
マ
l
ク
は
、
消
費
者

の
要
望
か
ら
生
ま
れ
た
制
度
で
、

厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約
款

に
従
っ
て
営
業
し
て
い
る
安
心
と

信
頼
の
し
る
し
で
す
。

S
マ
l
ク
は
三
つ
の
頭
文
字

(
∞
片
山
口
門

U
E
-
ω
山口
H
E
C
Cロ
・
∞
出
『
巾
々
)

を
と
っ
た
も
の
で
五
本
の
線
は
、

消
費
者
と
登
録
屈
と
各
都
道
府
県

環
境
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が

お
互
い
に
信
頼
し
あ
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
標
準
営

業
約
款
制
度
に
つ
い
て
は
、
愛
媛

県
環
境
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

(
合
@
三
三

O
五
)
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

v
o
検
察
審
査
会
ウ
を

司
ご
、
そ
ん
じ
で
す
か

交
通
事
故
や
、
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
「
検
察

官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
。
」
、
選
挙
違
反
や
汚
職
な
ど

社
会
の
耳
目
を
ひ
い
た
事
件
を

「
検
察
官
が
不
起
訴
に
し
た
の
は
、

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
よ

こ
ん

な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
そ
う
い
う
不
満
を
持
っ

て
い
る
方
の
た
め
に
「
検
察
審
査

会
」
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
検
察
審
査
員

が
検
察
官
の
仕
事
の
や
り
方
を
審

査
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

前
述
し
た
よ
う
な
不
服
や
不
満

の
あ
る
方
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

松
山
市

一
番
町
三
|
三
|
八

松
山
地
方
裁
判
所
内
松
山
検

察
審
査
会
事
務
局
合
⑬
四
一
五

一

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

'
税
務
署
が

可
移
転
し
ま
す

松
山
税
務
署
及
び
税
務
相
談
室

松
山
分
室
は
、
現
在
、
松
山
市
若

草
町
に
建
設
中
の
「
松
山
若
草
合

同
庁
舎
」
に
移
転
し
ま
す
。

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は
、
日

月
日
日
幽
か
ら
で
す
。

な
お
、
移
転
に
伴
い
、
日
月
7

日
ω
l
9
日
制
の
聞
は
、
移
転
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
移
転
場
所
】

干
七
九
O

松
山
市
若
草
町
四
ノ
三

松
山
若
草
合
同
庁
舎

松
山
税
務
署
公
⑪
九
一

一一一

税
務
相
談
室
松
山
分
室

合
⑬
四
五
八
九

今
年
の
ロ
月
3
日
か
ら

V
松
山
地
区
の
市
内
局
番
が

団
団
圏
に
な
り
ま
す

平
成
7
年
ロ
月
3
日
同
に
松
山

地
区
(
市
外
局
番
0
8
9
9
地
域
)

の
市
内
局
番
を
3
ケ
タ
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

変
更
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す。口
変
更
地
域

松
山
市
、
伊
予
市
、
北
条
市
、

重
信
町
、
川
内
町
、
砥
部
町
、

松
前
町
、
双
海
町
、
中
山
町
、

中
島
町
、
広
田
村

口
変
更
内
容

す中正長己つカ
l
l
lJ
 

ハu
d

「
1
1
1

訂
間
同

一日必の香局内市

①
市
外
局
番
「
0
8
9
9
」
地
域

内
の
通
話
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
2
ケ
タ
の
市
内
局
番
の
前
に

「
9
」
を
つ
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
市
外
局
番
「
0
8
9
9
」
地
域

外
か
ら
か
け
る
場
合
は
、
従
来

ど
お
り
の
、
ダ
イ
ヤ
ル
操
作
と
か

わ
り
ま
せ
ん
。

③
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
の
市
内
番
号
も
変
わ
り
ま

す。

④
電
話
機
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
に

短
縮
登
録
し
て
い
る
場
合
は
、

市
内
局
番
の
登
録
変
更
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

⑤
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
名
刺
・
看
板

な
ど
電
話
番
号
の
表
示
変
更
を

お
願
い
し
ま
す
。

o 8 9 9ームム一口口口口

089-9ムム一口口口口
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ν手Vぞ号
健康講座

“絵手紙で年賀状を…!" 

-日時 11月2日(木)

午後1時30分-3時

・場所川内町健康センター

・講師愛媛十全医療学院附属病院

作業療法士窪田高志先生

“あなたの体力は何才?"
-日時 11月28日ω

午後1時30分-3時

・場所川内町健康センター

・講師川内町教育委員会

関奇伸二先生

-問い合せ先川内町健康センター

ft66-2191 (有)5833

!おしゃべり講座パート51
---- 伊

藤
語隆
ろ
つ
志
と

(板戸の畜産家)

-日時 11月2日同午後7時30分~

・場所中央公民館第一会議室

・受講料無料

・演 題 「アメリカ遊学と日本の畜産」

・問い合わせ先 川内町教育委員会

ft66-4721 (:有)5911

i由l
El 

働きざかりの

健康講座

oll/l(水) ミ健診データの見方

と健康管理ミ

011/8体) ミウォーキンク、と

011/15体) と過労死についてと

011/22耐 と食生活を見直しましようと

011/29休) とメンタルヘルスミ

・時間午後8時-9時(受付7時30分-)

-場所健康センター

※健康手帳を持ってきてくださし、。

第 1回目に参加される方は健診の結果を持って

きてください。(人間ド、ックの結果でもカ3まいません。)

宮66-2191
・問い合わせ先 川内町健康センター

(有)5833

博物館各種講座(225j
自然科学教室、自然観察会、

天体観測会、科学工作教室、

科学実験教室、産業史講座、

講演会(愛媛県総合科学博物館)

・受講料無料

・申し込み申し込み方法など詳細は、

方法 干792新居浜市大生院2133-2

愛媛県総合科学博物館

-講座名
友び会場

振興課企画普友係

官0897-40-4105

歴史文化講座(11 月 ~1 月)
-講座名
友ぴ会場

歴史講座、民俗講座、文書講座、

体験学習教室(愛媛県歴史文化博物館)

無料

申し込み方法など詳細は干797東宇

和郡宇和町卯之町4丁目11-2

愛媛県歴史文化博物館振興課

企画普及係宮0894-62-6222

-受講料

・申し込
み方法

p
h
v
 



回国図囚

オスマン・サンコン

「サンコンの

とっておきアフリ力話」

~日本の家族、アフリ力の家族~

EE癌司l1l¥・a

13: 00-

-赤穂浪士

・無法松の一生

・幸せの黄色いハンカチ
一-圃圃圃

E聖事uill湿E
圃園田~

⑪ 
消防フェス
ティパル

⑪ 
素人のど
自慢大会

11月10日-12日|雪能発表 ⑮ パザ-&
川内中央公民館ほか| 会」

@県民総合文化祭i 白猪の滝
ーテーマ

「伝統創造そして未来ヘ」

ーと き/11月4日出""'11月26日(日)

今年度は、閉会式・総合フェスティパ

ル、世界の名曲コンサート、いけばな展

民俗芸能祭、演劇祭、えひめ産業文化ま

つり、高校総合文化祭など、多彩な41事

業を展開します。

大会場、入場整理券

など詳細について

は、

愛媛県生活文化部

文化振興課

ft45-2850 

へお問い合わせく

ださい。

~ 17~ 

4感まつり

-と き 11月3日(金)文化の日

・ところ 河之内問屋

駐車台数に限りがあります¥

ので、なるべくパスをご利|

用くださし、。/

営業所発 9時10分

10時30分

12時30分

滝口発 12時51分

15時00分

-もよおし もちまき、俳句会、おたのし

み抽選会、農産物即売会など



川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

九
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加
入

者
の
異
動
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

斉選
院
之
木帰

東

健
五
二
五

O
休

止

河
之
内
音
田

候

秀

樹
二
五
一
六

森

克

明

三
八
六
九

土

谷

高

瀬

千

代

子

(
い
も
た
き
会
場
)
=
一
七
二
九

南

森

篠

月予防接種計画表

予防接種名 三穫 (;/7テリ7田種樺風・百日時)混合予防接穣 ツベルタリン反応検査・ BCG接種 風疹(三日はしか)予防媛種

平成7年11月6日(月) 平成7年11月7日(火)、 9日 (木) 平成7年11月16日 (木)

接種目時
午後2時-3時 午後2時一 3時 午後2時一 3時

接種場所 健康センター 2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室

生後1歳-7歳6カ月で 1期初回を 3回 生後3カ月一 4歳未満の者。 生後l歳6カ月-7歳6カ月未満で風疹

及び1年後の l期追加を受けていない者。 BCGについては、ツベルタリン反応で にかかっていない者。

なお、百日咳にかかったことのはっきり 陰性と判定された者のみ実施します。 すでにMMR(麻疹・風疹・おたふくか
対象者

している場合は 2種(ジフテリア ・破傷 ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

風)混合で実施できますので受付で申し 接種の必要はありません。

出て下さい。

-当日は、会場で体温を計かります。 -当日は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計かります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予

防接種を受けることができません。 防接種を受けることができません。 防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。 -当日の入浴は差しっかえありません。 マ当日の入浴は差しっかえありません。

持参品 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計

備 考
ご不明な占がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センタ 4 電話 66-2191 (有線)5833 

11 

66-4989 
3130 

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く) 11月23日(木)を
t兵国竿司 土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 11月24日(金)に収集
-~. - 骨-_.ー・-- 司岡 持 軸 ---- ーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・ー-----ーーーーーーーーーー ー岨・・ー-ー，ーーーーーーー
木 井内

火・金 北方・南方 11月3日(金)を_.晶司骨骨司鴨'ー-.-ー白骨・-_.ーーーーーー・-----------------圃骨司匹・・・・ーーーーーーーーーーーーー----ーー・ー・・・ー
火 奥松瀬川 11月4日(土)に収集

週 7.k.土 前松瀬川(鳥の子を除く)
変更なし

町筋(天神を除く)

電話

有線
清掃センター1 1月ごみ収集計画表

1 .ちえるごみ

2.ちえ芯じごみ

収 集 地 域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有 資 源
守 。
み|ι-

東沓・西谷(井内を除く)
11月13日(月) 11月27日(月) 11月20日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 11月14日(火) 11月28日(火) 11月21日(火)

前松瀬J11 (鳥の子を除く)
11月8日(水) 11月22日(水)

町筋(天神を除く) 11月22日(水)

井内・土谷・滑川 11月9日(木) 11月30日(木)

リサイクル

。。

O 有資源少しからでもO 



11月 健康センターだより

1日(火) 働きざかり講座(1) 午後 8:00- 9:00 健康センター
2日(木) いきいき健康講座 受付午後1:30-3:00 健康センター

「絵手紙で年賀状を…〆」

6日(月) 三種(二種)混合予防接種午前 9:30ー午後1:00 健康センター

7 B (火) ツベルクリン反応検査 受付午後 2:00-3:00 健康センター
8日(水) もぐもぐ教室 午前 9:30-11:30 健康センター

働きざかり講座(2) 午後 8:00-9:00 健康センター
9臼(木) ツ反判定・ BCG接種 受付午後 2:00-3:00 健康センター

15B (水) 働きざかり講座(3) 午後 8:00- 9:00 健康センター

16日(木) 風疹予防接種 受付午後 2:00-3:00 健康センター
21臼(火) 滑川健康相談 午前 9:30-10:20 海上集会所

午前10:30-11:30 九騎

午後1:00-2・00 生活改善センター

22日(水) 働きざかり講座(4) 午後 8:00- 9:00 健康センター

28B (火) いきいき健康講座 受付午後 1:30~ 3却 健康センター

「あなたの体力は何歳ワ」

29B (水) I 働きざかり講座(5) 午後 8:00-9:00 健康センター

毎週月曜日|不用犬引取り 午前 8:30-10:00 健康センター

|野犬買い上げ 。
毎i温水曜日|健康相談 午前 9:00-12:00 健康センター・

母子健康手帳交付

機能回復訓練 午後1:00-3:00 ガリラヤ荘

竹月の献血
11月3日(金)
刷9:30~PM15:00 
自猪の滝入口広場

11月4日(土)
AM 1 O:OO~PM 15:00 
十全医療学院横駐車場

当香医

11月3臼|重信クリニック 重信町志津川 合64-1188

5日|国立療養所愛媛病院 重信町横河原 ft64-24日

12日|くぼた内科 松山市北梅本町 ft70-0011 

19日|藤石病院 重信町志津川 ft64-1234 

23日| 岸本内科 川内町北方 ft66-5670 

26日|八木耳鼻咽頭科 ・皮膚科 重信町牛測 ft64-5400 

(問い合わせ先) 健康センター

救急病院案内

ft66-2191 有線 5833

ft64-5632 (テレホンサービス)

宮 天 狩 住

坂 東 神 場
所

渡 佐 越 近
氏

部 イ白 智 藤

園 ヨ 幸
一 名

孝 ン 光 良日

67 93 76 89 齢年

7 7 7 7 死亡

9 9 9 9 年月

28 26 25 1 日

部渡 佐伯
越 近

世
智 月号き

帯

孝図
進
虞晴 フ幸ロ 主

-19-

合
同
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

部
d身、

24時間体制
川内町在宅介護

支援センタ-

ft66-6250 
お気軽にご相談ください

(秘密厳守・無料)

天 下 上 刀t 茶 rヨムLー， j悉
住

古 森
主""主. 

団

ネ申 i中 市 野 地 泉 1ノふコ、ー 所

高 青 荒 回 高 乗 渡

手頁

木 野 木 井 賀 松 キ申 部
保

護

{申 伸 民 章 秀 秀 {多 者
次

篤 一 夫 典 J'I~ 近 司
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野の花

オオケタデ(大毛琴)
PersicαriαPilosα 

• 

タデ科タデ属の l年草。大形のタデで葉や茎に毛がある

ためこの名がついたという。

ハUワω

すっかり秋のよそおいの河之内をゆく。黄金色

の稲穂、霊珠沙華など、そこには、日本の秋が

どっかり腰を落ち着かせている。

惣河内神社、金毘羅寺を過ぎ、日浦へと左折し

てしばらくゆくと畑の隅に背の高い花が風に揺れ

ているのが見えた。

オオケタデである。淡紅色の小さな花が密生し

で咲き、先端が下垂している。

とりたてて美しい花ではないが、丈高く、風に

揺れる姿は、“軟"を感じさせてくれる花です。


